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株主・
投資家

ステークホルダーと創出価値

　中外製薬は、患者・消費者の皆さま、医療従事者の方々をはじめ、株主・投資家、取引先、
社会・NPO/NGOの皆さま、そして従業員といった多くの方々に支えられて事業活動を
行っています。今後ますます変化の激しい経営環境下で、企業が長期持続的成長を達成す
るためには、利益成長だけでは不十分で、従来以上にそのプロセスと質が問われるものと
とらえています。
　中外製薬では、過去から一貫して、「経済性」「社会性」「人間性」の総合評価が企業価値を
つくるという考えのもと、経営戦略の立案・推進を行ってきており、いわゆる非財務的価値
を高めるための活動についても、従前から積極的に推進してきました。今後においては、
「世界の医療と人々の健康に貢献する」というミッション実現に向け、「経済性」「社会性」「人
間性」の3つを高い次元で融合させ、中外製薬の創出する価値を増大していきたいと考え
ています。
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医薬品卸

地域社会

・薬剤治療による効果
・治療選択肢の拡大
・患者さんに合った治療
・治療・処方・検査水準の向上
・高品質な薬剤の安定供給

医療施設
医療従事者

患者さんの
家族患者さん

　中外製薬が創出する価値は、薬剤を通じて患者さんの治療効果を高めること
にとどまりません。医療従事者がよりよい治療を行えるようにすることも、患者
さんが疾患を早期に発見し、理解し、病気に立ち向かう勇気をもってもらうこと
なども、私たちが生み出すべき価値であり、こうした価値創出に向けて重点的に
取り組む課題として「企業価値向上に向けた重点課題」を掲げています。
　中外製薬グループはそのミッションとして「革新的な医薬品とサービスの提供
を通じて新しい価値を創造し、世界の医療と人々の健康に貢献します。」を掲げ
ており、 国連SDGsの「目標３ あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を
確保し、福祉を推進する」と共通した価値観を持っています。また、当社CSR推進
活動の実績は、他のSDGsの目標に沿った内容を多く含んでいます。

治療・処方

・疾患の早期発見
・病気に立ち向かう勇気
・病気に対する正しい理解

知的財産

➡75ページ

持続可能な開発目標（SDGs）

バリューチェーン全体の
環境・安全衛生を
マネジメントする
➡43ページ
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時代に合わせた社会的課題の解決

　世界の医療と人々の健康への貢献を存在意義と
する中外製薬にとって、私たちが果たすべき役割は
変化し続けています。今後の製薬業界を取り巻く
環境を見ても、少子高齢化、医療費抑制ニーズの
増大、研究開発の成功率低下とコスト高騰など、不
透明な時代になることが想定されます。こうした状
況にあって、中外製薬は製薬業界の中でも、そのプ
レゼンスが高まっています。だからこそ、ステーク
ホルダーとともに、より大きな社会的課題を解決し
ていかなければならないと認識しています。経営
の基本目標として掲げる「トップ製薬企業」の定性
目標の一つに「各ステークホルダーに高い満足を
提供し、積極的に支持される信頼性の高い会社」と
定めているように、革新を通じて医療や患者さんの
抱える課題を解決してこそ、社会から信頼される企
業になっていけると考えています。

価値創造の進展と成果

　2017年は、数多くの研究開発における進展が見
られ、新薬の承認取得や販売開始などを計画どお

りに実現することができました。革新的な新薬を生
み出し、患者さんに一日でも早く届けるという、中
外製薬にとって中核的な社会的課題の解決を進め
られたわけですが、本年の成果はそれだけではあり
ません。効果的な副作用マネジメントと患者さんへ
の継続投与に寄与すべく、データベースの構築を
通じて豊富な安全性情報の活用を促進できたこ
と、さらには、国内で2018年から始まる地域単位
の医療体制に合わせたソリューション体制を構築
し、地域医療に貢献できていることなども、大きな
一歩であるととらえています。
　加えて、患者さんに疾患について正しく理解して
いただくことや、患者さんと疾患を取り巻く社会環
境を整備していくことも解決するべき課題である
と考えており、こうした面でも進化を図ることがで
きました。疾患啓発活動では、従前から取り組む地
方公共団体と共同で行う活動に加え、他業種との
連携を本格的にスタートし、より効果的な活動を推
進しています。また、自社から率先して活動すべき
との考えから、従業員に対するがん治療支援や職
場復帰プログラムの推進なども積極展開を行うな
ど、業界を牽引する存在となっています。

副会長による社会とのエンゲージメント

革新を通じて医療や患者さんの
抱える課題を解決することが、
中外製薬の価値創造の姿です。
「経済性」「社会性」「人間性」を
高次元で融合することで、
ステークホルダーからの
さらなる期待に応えていきます。
代表取締役副会長  CSR推進部、監査部担当
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も、異業種との協働は必須の経営テーマであり、今
後、さらなる革新に向け、充実を図っていきます。
　また、こうした環境下で長期持続的成長を実現し
ていくためには、より一層、貢献すべき社会的課題
と提供価値を明確にし、より戦略的に活動していく
ことが重要だと考えています。そのため、2018年
の次期中期経営計画の策定に合わせ、社会環境分
析と貢献可能価値の洗い出しを通じ、非財務的側
面における長期ビジョンや目標の策定についても
検討を進めています。

「経済性」「社会性」「人間性」による企業価値

　これまでご説明してきた、中外製薬の価値創造の
取り組みの背景にあるのは、「経済性」「社会性」「人間
性」の総合評価によって企業価値がつくられ、これら
を高次元で融合することが重要という、従前から一貫
して堅持している考え方です。振り返れば、CSR方針
を定め、活動計画とその進捗をマネジメントするよう
になってから10年が経ちます。当初はCSRと事業と
を乖離してとらえる従業員も少なくありませんでし
たが、積極的な社内コミュニケーションを続けるとと
もに、各管理職層が、根気強く「経済性」「社会性」「人
間性」の考え方を日々の活動と紐づけ、それぞれの
仕事に落とし込んでくれたことにより、今では胸を
張って、こうした考え方が「定着」していると言えます。
　価値創造の姿が共有できていること。私は、これ
を何にも代えがたい企業発展の根源だと考えてい
ます。中外製薬は、今後も革新を通じて、世界の医
療や患者さんへの貢献を果たすべく、価値創造に
邁進してまいります。引き続きご支援のほど、よろ
しくお願い申し上げます。

社会からの要請・期待に応える

　また、社内の側面でいえば、ガバナンスや人財戦略
の充実を図ってきましたが、特に私が陣頭指揮をとっ
て取り組んだことの一つに、グローバルレベルでの
コンプライアンス強化が挙げられます。中外製薬では、
「企業倫理は業績に優先する」という思想を有してお
り、コンプライアンスは法令や規制を遵守することに
とどまらず、社会からの要請・期待に応えることと定義
しています。グローバルレベルの活動が増加してきた
中、コンプライアンス活動においても強靭なグロー
バル体制を構築していくことが重要でした。2016年
から取り組みを進めてきましたが、2017年は委員会
体制の刷新と、海外子会社を含めたグローバル体制
を整備できました。委員会については、従来分かれて
いたコーポレートコンプライアンス＊1とヘルスケア
コンプライアンス＊2、レギュラトリーコンプライアンス＊3

の３つを一元管理できるようにしました。また、現場
での浸透に向けては、私自身も海外子会社に赴き、
従業員たちにメッセージを発信するとともに意見交
換を行いましたが、確かな手応えを感じています。こ
うした活動は今後も積極的に行っていく所存です。

長期的視座での戦略の検討

　今後の長期的な展望としては、AIをはじめとする
破壊的技術の進展は、大きな影響をもたらすでしょ
う。中期的には、これらの技術を取り込み、付加価値
を創出していくことが重要ですし、長期的には破壊
的技術を駆使して、これまでは実現できなかった社
会的課題の解決や、新たに台頭する課題に対する
対処も検討していく必要があります。そのために

● 患者・消費者への責任
わたしたちは、事業活動において常に患者・消費者を最優先
に考え、有効性・安全性に優れた高品質な製品・サービスを提
供します。
● 法の遵守
わたしたちは、事業活動のすべての分野において、法令を遵
守します。
● 人権の尊重
わたしたちは、事業活動のあらゆる場面において、人間として
の権利を尊重して行動します。
● 公正な取引
わたしたちは、医療関係先・購買先・販売先などのビジネスパー
トナーとの取引において、常に公正・透明な活動を行います。
● 会社資産の管理
わたしたちは、会社の資産を適切かつ適正に管理・活用して、
事業目標を達成します。

● 情報の開示
わたしたちは、法および社会的正義に則り、事業活動に関する
情報を積極的かつ公正に開示します。
● 社会貢献活動
わたしたちは、よき企業市民としての責任を自覚し、積極的に
社会貢献活動を進めます。
● 地球環境保全への貢献
わたしたちは、かけがえのない地球の未来を思いやり、自然
環境との調和のとれた活動をめざします。
● 政治・行政との関係
わたしたちは、政治・行政と公正・透明な関係を維持します。
● 外部団体との関係
わたしたちは、外部団体と公正・透明で節度ある関係を維持し
ます。

中外製薬およびそのグルー
プ会社が社会責任を果た
し、なおかつ誠意ある企業
行動によって社会から信頼・
選択され、永続的に社会に
貢献する企業となるために、
「ミッション・ステートメント」
の「コア・バリュー（価値観）」
に基づき、企業行動ならび
に社員行動の規準として制
定されたものです。

行動規準：中外ビジネス・コンダクト・ガイドライン（中外ＢＣＧ）

＊1  一般法令、業界基準および社
内規程などはもとより、社会
通念上の規範や価値観に基
づくコンプライアンス（中外
製薬定義による）

＊2  臨床試験・臨床研究・非臨床
研究の実施や支援業務、医療
情報の収集や医薬品情報の
提供にかかわる業務全般に
ついてのコンプライアンス
（中外製薬定義による）

＊3  国内外の薬事規制とそれに
基づいて定められた社内規
程や手順書などに基づくコン
プライアンス（中外製薬定義
による）
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